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要旨ジャケット製作をする場合に大切なことは，シルエットを美しく保つことと布地の持つ風合

いやきれいさを損なわずに仕立てることである。今回は絹100％縮緬の着尺地を用いて，前身頃の裏打

ち仕立てについて検討した。裏打ち布3種類と，張りを持たせるための接着芯4種類について基礎実験

を行った。さらに，着尺地に裏打ち布と接着芯を組み合わせた試料を製作し，官能検査を行った結果，

かなりの有意性が見られ，その官能評価の高い組み合わせで実物製作を行い，次のことが確認できた。

　（1）着尺地でジャケット製作をする上で，形くずれを防ぐためには，仕立てる前に着尺地は湯のしに出

し，裏打ち布は地直しを行った方が良い。（2）使用した布地程度では，ジャケット前身頃の裏打ち布に

は，接着芯を貼らないものより，裏打ち布に張りを持たせるために接着芯を貼ったものの方が見栄えが

良く，縫い縮みも少ない結果となった。（3）着尺地は，布幅が狭いが，デザインによってはマーキング効

率も良く，縫製しやすく，洋服地と同じように扱うことができる。（4）裏打ち仕立ての方法は，簡単で軽

く仕上げることができ，表布の風合いを損ねない方法である。

1　は　じ　め　に

　着尺地で洋服製作することが増えていること

から，すでに着尺地一反でワンピースドレスや

スーツ，イブニングドレスの製作が可能である

こと1）を報告した。小松2）らの和服地の力学的

性質の特徴などの報告はあるが，具体的に着尺

地を用いて洋服を縫製する過程での報告は少な

い。そこで本研究では，着尺地の絹縮緬を用い

てジャケットの縫製の中でも特に前身頃の裏打

ち布や接着芯などの取り扱いを検討し，適切な

製作条件の考え方を打ち出すことを目的として

いる。

　表布には着尺地の中でも一般的な後染絹縮緬

の反物を用いて，ジャケット製作する場合の方

法として，高価な着尺地のシルエヅトを美しく

保ちながら，表布の持つ風合いを損なわずに仕

立てられる方法として，裏打ち仕立てについて

検討した。

　縮緬はある程度の厚みと弾力があるが，体に

そいなじみやすい特徴がある。そのため，絹縮

緬の着尺地からのジャケット製作する際の縫製

方法について，試料を製作して官能検査を行

い，どの試料が外観的に美しく，なじみ具合が

良いか考察し，官能評価の高い組み合わせで実

物製作を行った結果を報告する。

＊本学講師　被服構成学

■　研　究　方　法

1．試験一
ここで用いた試験布は，表1に示す通りであ
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表1　試験布の諸元

試験布
材　　質
@（％）

厚さ

imm）

糸密度
i本／cm） 平面重

i9／m2）
見かけ

ﾌ比重

硬軟度＊＊

imm）

たて×よこ たて よこ

着尺地＊ 縮緬 絹　　　　　　100 0．32 52×24 133 0．42 25 28

A　ベソクリーク キュプラ　　　100 0．16 42×33 75 0．46 34 24

裏打ち布 B　ハイモ 綿　　　　　　100 0．26 25×20 67 0．27 39 25

C　10匁羽二重 絹　　　　　　100 0．12 60×40 48 0．41 40 62

b　ダソレーヌR222 ポリエステル　100 0．30 38×30 57 0．20 21 20

織布 c　ダソレーヌVS717 ポリエステル　　100 0．30 34×17 44 0．14 17 20接
着
芯 d　ダンレーヌR3000 ポリエステル　100 0．20 40×29 29 0．15 22 19

編み地 e　アピコAM300 ナイロン　　　　100 0．32 14段x16目 68 0．22 18 24

見返し芯 ダンレーヌ357（織布）
経ポリノジック100

ﾜ綿　　　　　100
0．31 30×13 59 0．20 23 16

裏布 ベソヒット キュプラ　　　100 0．10 50×35 77 0．80 41 29

＊着尺地の色　9．7Y
＊＊ S5。カンチレバー法

6．8／2．3

る。表布の着尺地は，絹100％の国産縮緬の中

で，しぼが小さい色無地を使用した。

　裏打ち布は，キュプラ100％のベンクリー

ク，綿100％のハイモ，絹100％の10匁羽二重の

3種類を使用した。

　接着芯は，基布がストレッチタイプの平織で

ポリエステル100％のダソレーヌR222，ダン

レーヌVS　717，ダンレーヌR3000，四布がた

て編みトリコットでナイロン100％のアピコ

AM　300の4種類とした。今回は，予備実験段

階で裏打ち布の張りをもたせるための接着芯を

選ぶ際に，今回使用した裏打ち布に対して，寸

法変化や接着樹脂のしみだしの有無，完全に接

着されているかなどの点を考慮し，また，裏打

ち布が3種類とも平織りであることを考えて接

着芯は，ストレッチタイプのものと編み地タイ

プのものをあらかじめ選出した。

　官能検査および実物製作では，見返し用の接

着芯として経糸ポリノジック100％，緯糸綿100

％のダソレーヌ357，裏布はキュプラ100％のベ

ンヒットを使用した。また，表1には，これら

の諸元および硬軟度を示している。

　2、ジャケットデザイン

　図1に示すように，試料として製作するジャ

ケットの身頃パターンは，JISサイズ規格9AR

の寸法を用いて，本学の講座皿3）を参考にノー

カラー，シングルブレスト，4面構成の作図を

した。出来上がり寸法は，着丈64cm，半身の

身幅48cmである。

　3．実　　験

　3－1地直し処理

　着尺地は糊がきいている場合が多く，和服を

製作する際は，湯のしを行っている。洋服にお

いても地直しは重要な工程なので，地直し処理

によって着尺地と裏打ち布がどのように変化す

るのかを見た。その処理条件は表2に示す。

　寸法変化率を測定するために30cm×30　cm

の試験布にたて，よこ方向に25cmの縫い印を

つけた。処理は，着尺地については湯のし，ド

ライクリーニング，家庭用スチームアイロンの

3種類を行い，裏打ち布については常温浸漬

後，さらにしわを取る程度のアイロンかけを行
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つた。それぞれ処理後に測定を行い，寸法変化

率，厚さ変化率を求め，硬軟性は虚言と処理後

の硬軟度の差を求めた。

　これ以降の実験には，表布，裏打ち布とも地

直し処理を行った布地を使用した。
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9AR寸法使用…B　＝83cm，　W＝64cm，　H　＝91cm

出来上がり寸法…着丈＝　64cm，半身の身幅＝48cm

　　　図1　ジャケットの身頃パターン

表2　処理条件

　3－2　裏打ち布に接着芯の接着

　ジャケット製作をする場合に大切なことは，

形態保持に加えて，布地の持つ風合いやきれい

さを損なわずに仕立てることである。フォーマ

ルな素材での洋服製作には，表布の補強とシル

エット作りのために裏打ち仕立てを行うが，今

回は，表布に裏打ち布を合わせて仕立てる方法

と，張りをもたせるために裏打ち布全面に接着

芯を貼ったものを合わせて仕立てる方法を考え

た。表3に示すように絹縮緬の着尺地と裏打ち

布とを組み合わせた場合，3種類の裏打ち布そ

れぞれに，4種類の接着芯を接着する組み合わ

せとした。

　その時の接着条件を表4に示す通り常に一定

にし，均一な接着をするためにフラットベット

式プレス機を使用した。接着する裏打ち布をプ

レス機の中央に入る大きさ30cm×30　cmに裁

断し，たて，よこ方向に25cmの縫い印をつけ

た。接着芯も同じ大きさに裁断して重ね，原布

2枚を重ねた厚さを測定後，プレス機上に裏打

ち布を裏にして乗せ，その上に接着芯を重ねて

接着を行った。接着後1時間以上経過後に厚

さ，寸法変化率，硬軟度を測定した。

表3　裏打ち布と接着芯の組み合せ

着尺地

　・湯のし

　　専門店に依頼

　・ドライクリーニング

　　　クリーニング専門店に依頼

　。家庭用スチームアイロン

　　裏面から浮かせてスチームアイロン5秒，

　　　さらに当て紙（ハトロソ紙）を当ててアイ

　　　ロンの自重によるドライアイロン5秒

　　　　　　裏打ち布

ﾚ着芯

　A
yンク
梶[ク

　B
nイモ

　C
H二重

a接着芯なし Aa Ba Ca

b　ダソレーヌR222 Ab Bb Cb

c　ダソレーヌVS717 Ac Bc Cc

d　ダソレーヌR3000 Ad Bd Cd

e　アピコAM300 Ae Be Ce

裏打ち布

　・浸漬，仕上げ

　　常温の水（18℃）に1時間浸漬後，自然乾

　　燥。その後アイロンの自重によるドライア

　　　イロソ5秒

表4　接着条件

フラットベット式プレス機

温度

加圧時間

加圧力

130一一140℃

12秒

O．2t－O．3　kg／cm2

（3）



　3－3官能検査

　ジャケットのより適切な裏打ち布の条件を知

るために官能検査を行った。その試料作りにつ

いては，前項の3－1，2で取り扱った条件と同じ

にして行うが，着尺地に制限があるため，先ず

は部分縫いの試料による官能検査を行い，その

結果を検討した上で，改めて半身のジャケット

試料による官能検査を行った。

　（1）官能検査1（部分縫い）

　1）試料の製作

　図1のジャケットの前身頃の一部を拡大して

部分縫い試料のパターンとして図2に示した。

これは，前身頃の中で縫い縮みや縫い代のひび

き，なじみ具合などに差が出ると思われるパネ

ルラインの一部分である。この着尺地と組み合

わせる裏打ち布については，表3の組み合わせ

で3－2の試料作りと同じ15種類の試料条件とし

た。

　部分縫いは図2のパターンで，着尺地と裏打

ち布をデザイン線のパネルラインに縫い代をつ

けて裁断し，裏打ち布を重ね合わせて良くなじ

ませ，表面から出来上がり線に裏打ち布まで通

して縫い印を行った。表5に示す縫製条件でパ

ネルラインを縫い合わせ，その後，縫い代が表

にひびかないように裏打ち布の縫い代を1／2

の幅にカットして，差をつけた。さらに前身頃

側の縫い代には切り込みを入れ，前脇身頃の縫

い代にはぐし縫いをして縫い代を整えた。

　部分縫いの出来上がりの大きさは，たて

25cm×よこ15cmである。図3のように台紙

に止め，官能検査乱数をつけた。

　2）方法

　試料数が多いため，同じ裏打ち布を1グルー

プとして3グループに分け，表6の官能検査1

の条件により，Scheffeの一対比較法順序効果

のない場合を用いて，表6に示す官能量6項目

について視覚と感触で5段階評価として行っ

た。被検者は，縫製経験のある30～40代の女性

11名で，官能評価に有意の差が認められるかど

うかを分散分析によって検：定を行い，さらに主

効果の推定値を算出した。
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図2　部分縫いパターン
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図3　官能検査1の試料（1例）

　（2）官能検査皿（半身のジャケット）

　官能検査1の部分縫いではわからなかった，

表布の伸びに対する裏打ち布のなじみ具合やジ

ャケットのシルエットがどうであるか，などを

検討するために官能検査1の結果をもとに3グ

ループの中から「裏打ち布の適切さ」「きれい

さ」の推定値の大きかった裏打ち布と接着芯の

組み合わせを選出し，官能検査皿の試料の選出

条件としている。ここではグループごとに良い

と思われる組み合わせから4種類を選んだ。

（4）



表5　縫製条件

針

糸

針目数

ミシン

押さえ圧力

ミシン針9番

絹ミシン糸50番

15～16針／3cm

職業用電動ミシン

普通地

　　　　　　表6　官能検査条件

官能検査1（部分縫い）

方法 Sche艶の一対比較法

㍼ﾊのない場合

日　時

@源

似ｿ

2001年7月（午前11時～4時）

ｩ然光

似ｿは上部を固定した状態で，視覚と感
Gで見る

官能量 1．厚さ

Q．硬さ

R．縫い縮み

S．縫い代のひびき

T．裏打ち布の適切さ

U．　きれいさ

評価 5段階

官能検査皿（半身のジャケット）

方法 順位法

日　時

似ｿ
2001年8月

似ｿを人台に着装させた状態で見る

官能量 1．　イメージとしての軽さ

Q．　きれいさ

R．表布とのなじみ具合

S．シルエットの立体感

T．裏打ち布の適切さ

評価 大きい方から順位をつける

被検者は1・皿共通

被検者　文化女子大学短大部服装造形学研究室所

　　　属の30～40代11名（女性）

　1）試料の製作

　試料は，ジャケットが着装状態になるように

図1の身頃パターンを用いて，3－3（1）と同じ縫

製条件で半身のジャケット製作の条件とした。

　裏打ち布の止め方および縫製要点は，着尺地

は縫い代をつけて裁断し，表面から出来上がり

線に絹しつけ糸で縫い印を行い，裏打ち布と接

着芯は表布より大きめに裁断し，3－2の接着条

件で裏打ち布に芯を接着して，表布の裏面に裏

打ち布を重ね合わせて表面から良くなじませ

る。この時，布目が曲がらないように注意し，

また，バイアス部分を延ばさないようにする。

その後，表面から表布の出来上がり線より

0．2cm縫い代側に裏打ち布まで通して縫い印

を行い，1枚の布として扱う。前端に縫い目を

つけるために見返しを別裁ちにして接着芯のダ

ンレーヌ357を貼ったものを用意し，縫製は先

ず，デザイン線のパネルラインを縫い合わせ，

3－3（1）と同じに縫い代始末を行った。次に前身

頃とシーチングで製作した後ろ身頃の肩線と脇

線をそれぞれ縫い合わせた。衿ぐりから前端は

見返しで縫い返し，前身頃には裏布のベンヒッ

トをつけ，裾始末を行った。

　2）方法

　表6の官能検査IIIの条件により，順位法で行

った。被検者は1，皿共通である。9ARサイ

ズの人台に4試料を着装させて並べ，試料は一

定場所に固定し，被検者が人台上の試料を自由

に回って評価した。5項目の官能量についてそ

の特性値が大きい方から順位1，2，3，4を

つけた。官能評価ごとにその結果を順位グラフ

で示した。

皿　結果および考察

　試料を製作する前に，地直し処理および接着

芯の接着において，一定の条件のもとに基礎実

験を行い，適切なジャケットの裏打ち布などの

条件を見るために官能検査を行い，その結果次

のことが得られ，考察を行った。

　1．地直し処理の結果

　（1）着尺地

　着尺地の地直し処理後の結果は，表7に示す

通りに湯のしによって，たて，よことも1。2％

伸び，厚さは3．1％程度薄くなっているが，見

．（　5）



た目では殆ど風合いは変わらず布目も正しく通

っていた。

　ドライクリーニングでは，たては5．2％縮

み，よこは1．2％伸びた。厚さには変化が見ら

れないが，縮緬のしぼが平らになった。

　家庭用のスチームアイロンでは，たて4．0

％，よこO．4％縮み，厚さは9．4％厚くなった。

縮緬のしぼが大きくなり，風合いもすこし変化

が見られ硬くなった。

　ドライクリーニングや家庭用のスチームアイ

ロンでは，縮緬はスチームを与えるとたてに縮

む性質があり，仕上げアイロンによって変形が

大きかった。しかし，湯のしでは，成形が保た

れるようにしているために，安定しており，昔

ながらの手法での地直しが測定上良いことが示

された。地直しは，衣服製作する上で，布目を

正しく扱うことや縮絨は服の形くずれを防ぐ最

も大切な条件になるので，着尺地の場合は湯の

しに出した方が良いと思われる。

　（2）裏打ち布

　結果は表7の通り，ベンクリークでは，たて

とよこが2．0％縮み，厚さは6．3％厚くなった。

ハイモは，たて1．6％，よこ2．8％縮み，厚さは

3．8％薄くなった。羽二重は浸漬後，たてが4．0

％縮んだが，アイロンかけ後はたてがO．8％に

もどり，よこは変化がみられなかった。厚さは

ユ6．7％厚くなった。特に羽二重は，薄地である

ために変化率の数値が大きく変化したことにな

るが，浸漬後はしわが出て一旦は縮むが，アイ

ロンかけ後はしわが伸び，ほとんどもとに戻っ

た。

　硬軟性はべソクリークではあまり変化が見ら

れないが，ハイモと羽二重は糊が取れてやわら

かくなった。

　裏打ち布も処理後の変化が大きいので，地直

しを行った方が良いことが確認できた。

　2．裏打ち布に接着芯の接着

　接着芯を3－2の条件で接着した結果は，表8

表7　地直し処理後の変化

着尺地

試験布

寸法変化率
@（％）

厚　さ
ﾏ化率＊

i％）

硬軟度＊＊

imm）

たて よこ たて よこ

湯のし 1．2 1．2 一3．1 1 一1

クリーニング 一5．2 L2 0．0 0 1

家庭用スチームアイロン 一4．0 一〇．4 9．4 0 一2

裏打ち布

寸法変化率（％）

試験布 浸漬後 アイロンかけ後
厚　さ
ﾏ化率＊

i％）

硬軟度＊＊

imm）

たて
1　よこ

たて よこ たて
1よこ

ベンクリーク 一1．6 一2．4 一2．0 一2．0 6．3 0 1

ハイモ 一1．0 一3．3 一1．6 一2．8 一3．8 一8 一3

羽二重 一4．0 0．0 一〇．8 0．0 16．7 一8 一9

＊処理後の厚さ一三布厚さ
　　　　　　　　　　　×　100
　　　　原布厚さ
＊＊ i三布一処理後）
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表8　接着芯接着後の変化

裏
打
ち
布

接着芯
厚さ
imm）

寸法変化率
@（％）

硬軟度＊

imm）

たて よこ たて よこ

b　ダンレーヌR222 0．36 一〇．4 一1．4 31 33

c　ダソレーヌVS717 0．34 0．1 一〇．8 31 30

A
　
ベ
ソ
ク
リ
ー
ク

d　ダンレーヌR3000 0．33 0．0 一〇．5 30 28

e　アピコAM300 0．42 0．0 0．0 34 30

b　ダソレーヌR222 0．42 一〇．2 一1．1 43 40

王ダソレ＿ヌVS717 0．43 0．0 一〇．3 40 37
B
　
ハ
イ
モ

ヨダソレ＿ヌR3000 0．40 0．0 一〇，6 37 37

e　アピコAM300 0．50 一〇．4 一〇．3 40 39

b　ダソレーヌR222 0．32 一〇、5 0．0 32 44

c　ダンレーヌVS717 0．32 0．0 0．0 28 42
C
　
羽
二
重

d　ダソレーヌR3000 0．28 一〇．4 0．3 28 46

e　アピコAM300 0．37 一〇．1 02 35 48

＊45。カンチレバー法

に示す通り，接着後の厚さは，全試料において

裏打ち布と接着芯の原布2枚重ねの厚さに比べ

て薄くなり，樹脂が溶けたことと布地に圧力が

加えられたことによるものと考えられる。寸法

変化率は，裏打ち布を地直し済みのものを用い

ているため，全てにおいて変化が少なく，1％

前後であった。

　硬軟性は，全体的に原布のたて，よこの硬軟

度の差に比べて接着後の硬軟度の差が少なくな

った。ベソクリーク，ハ・イモにおいては，よこ

地よりたて地の方がわずかに硬い傾向にあり，

羽二重では，たて地よりよこ地の方が硬く，よ

こに張りがある。これは原布でのたて，よこの

硬軟度の差が大きく影響しているためである。

　3．官能検査

　（1）官能検査1（部分縫い）

　裏打ち布の違いによる部分縫いの官能評価に

差があるかどうかを検定した結果すべての項目

について，主効果に有意差が認められたので，

その主効果の推定値を図4に示した。

　官能検査の結果，「厚さ」「硬さ」においては，

3種類の裏打ち布とも推定値が高く，接着芯を

貼っていないaが接着芯を貼ったものと掛け離

れている。また，それは表8に示す実際に測定

した値の厚い順，硬い順の傾向にあり，被検者

が芯地の違いを良く見分けている。

　aは3種類の裏打ち布とも「縫い縮み」「縫

い代のひびき」とも官能量が大きく，「裏打ち

布の適切さ」「きれいさ」は小さくなっている

ことから，ジャケット前身頃の裏打ち布には適

切ではない結果となった。

　「縫い縮み」「縫い代のひびき」の官能量は，

3種類の裏打ち布とも試料間の差が少なく，推

定値も低いのは，縫製時に試し縫いを行った

り，縫い代のひびきが出ないように縫い代の整

理を行ったためであると思われる。また，「縫

い縮み」「縫い代のひびき」の官能量が小さい

試料は，「裏打ち布の適切さ」「きれいさ」が良

いと見分けられる傾向にある。以下それぞれの

試料について結果をまとめた。

　Aベソクリークにおいては，「縫い代のひび

き」が他の項目より低い値で見分けられている。
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裏打ち布

Aベンクリーク

　　　　一L5　一1．0
1厚　さ

2硬　さ

3縫い縮み

4経い代のひびき

5　裏打ち布の適切さ

6　きれいさ

O．　5

裏打ち布のみ

裏打ち布＋接着芯

o O．　5

a d c　　b

a d c e　b

c　be　d a

ecbd a

a debc

Bハイモ
　　　一1．　5

1厚　さ

2硬　さ

3縫い縮み

4縫い代のひびき

5裏打ち布の適切さ

6　きれいさ

一1．　0

a　　d

一〇．　5 o

be　c

O．　5

a

bダンレーヌR222

　cダンレーヌVS717

dダンレーヌR3000

　eアピコAM300

　　　　　　　　　　　Fo

　　LO　L5　　　　　　　　　　　　　＊＊　　　　　　　　　　48．　425
e

　　　　　　　　　　　　　＊＊　　　　　　　　　　28．　384

　　　　　　　　　　　　　＊＊　　　　　　　　　　12．　439

　　　　　　　　　　4．　463　’＊

　　　　　　　　　　　　　＊＊　　　　　　　　　　9．　314

　　　　　　　　　　　　　＊＊　　　　　　　　　　10．327

1．　0

a d c　　e　　b

　　　　a　d　ec　b
　　　　　　　　　　　　　　cbde　a

bcde a

a ed　bc

C羽二重
　　　　一1．5

1厚　さ

2硬　さ

3縫い縮み

4縫い代のひびき

5　裏打ち布の適切さ

6きれ～’さ

一LO O．　5

a dec　b

o O．　5 LO

　　　Fo
L5
　　　　　＊＊　　40．　254

　　　　　＊＊　　47．　797

　　　　　＊＊　　4．　051

　　　　　＊＊　　8．　785

　　　　　＊＊　　9．　069

　　　　　＊＊　　6．　204

a d c　b e

a d c eb

bdce　a

cdbe　a

a e b　cd

a e　bd
　　c

　　　Fo
L5
　　　　　＊＊　　50．　015

　　　　　＊＊　　24．　729

　　　　　＊＊　　8．　029

　　3．　534　’

　　　　　＊＊　　9．　672

　　4．　832　“＊

“k　F　o．　oi（4，　60）＝3・　65

＊
　F　o．　os（4，　60）＝2．　53

図4　主効果の推定値（裏打ち布の違いによる組合せ）
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　Bハイモでは，「厚さ」「硬さ」において官能

量の大きいbと。が「裏打ち布の適切さ」や

「きれいさ」でも大きい傾向にある。これは，

裏打ち布のハイモ自身が柔らかい布であるため

にジャケットの前身頃には厚さと硬さが求めら

れていると思われる。

　C羽二重では，「縫い代のひびき」で，試料

間の差が少なかったが，危険率5％で有意差が

認められた。また，「厚さ」「硬さ」においては，

推定値の小さいdが「裏打ち布の適切さ」「き

れいさ」では推定値が大きい傾向にあり，張り

のある羽二重には今回使用した接着芯の中で，

一番薄い接着芯が適している結果となった。

　部分縫いの官能評価においては，「縫い縮み」

や「縫い代のひびき」が小さいものが「裏打ち

布の適切さ」や「きれいさ」の官能量が大きい

傾向にあり，また，ある程度の厚みや張りのあ

るものをジャケット前身頃の裏打ち布として選

ぶ基準となっていることが確認できた。一般的

には，裏打ち布には芯を貼らないで使用する

が，今回のように芯を貼ってみると芯を貼らな

かったaと芯を貼ったものの値が離れ，厚さ，

硬さが足りない結果になったと言える。

　しかし，接着芯を貼っていない裏打ち布a

は，すべての項目において大きな差が見られた

ため，aの接着芯を貼っていないものを除いた

組み合わせで，分散分析の検定をし直すことに

した。

　その結果，「厚さ」「硬さ」において3種類の

裏打ち布とも推定値が高く，芯地の違いを良く

見分けられている。しかし，aのある表で分散

比の大きかった項目の中には，差の見られなか

った項目もあった。これらの結果から良い評価

を得たものを選んで，次の試料を製作すること

にした。

　Aベンクリークでは，「縫い縮み」が小さく，

「裏打ち布の適切さ」や「きれいさ」では官能

量が大きい。（ダソレーヌVS717）を選んだ。

　Bハイモでは，「裏打ち布の適切さ」が見分

けがつけにくかったので，b（ダンレーヌR

表9　各官能量間の相関性

A　ベンクリーク

2硬さ 0，963 ＊rα05（3）一〇．980

3縫い縮み 一〇，848 一〇．872

4縫い代のひびき 0，745 一〇．903 0，870

5裏打ち布の適切さ 0，904 0，921 一〇．927 一〇．949

6　きれいさ 0，742 0，864 一〇．977 一〇．863 0，865

1厚さ 2硬さ 3縫い縮み 4縫い代のひびき 5裏打ち布の適切さ

B　ハイモ

2硬さ 0．991＊

3縫い縮み 一〇．851 一〇．914

4縫い代のひびき 一〇．892 一〇．940 一〇．986＊

5裏打ち布の適切さ 0，847 0，912 一〇．998＊ 一〇．985＊

6　きれいさ 0，951 0，973 一〇．934 一〇．976 0，935

1厚さ 2硬さ 3縫い縮み 4縫い代のひびき 5裏打ち布の適切さ

C　羽二重

2硬さ 0．980＊

3縫い縮み 一〇．604 一〇．735

4縫い代のひびき 一〇．509 一〇．580 0，854

5裏打ち布の適切さ 0，416 0，509 一〇．870 一〇．986＊

6　きれいさ 0，569 0，666 一〇．943 一〇．977 0，977

1厚さ 2硬さ 3縫い縮み 4縫い代のひびき 5裏打ち布の適切さ

（9）



222）と。（ダンレーヌVS717）を選んだ。

　C羽二重は，張りのある羽二重には今回使用

した接着芯の中で，一番薄い接着芯が適してい

る結果となり，d（ダソレーヌR3000）を選ん

だ。

　（2）相関性

　各官能量：間の相関性についても検定を試み

た。表9に示す通り，Aベソクリークにおい

ては危険率5％で相関性が認められなかった。

　BハイモとC羽二重では，「厚さ」と「硬さ」，

「縫い代のひびき」と「裏打ち布の適切さ」で

危険率5％で相関性が認められた。

　3種類の裏打ち布の中では，Bハイモが一番

相関性が見られた結果である。

　（3）官能検査皿（半身のジャケット）

　官能検査1の「裏打ち布の適切さ」「きれい

さ」の官能量が大きく，比較的良い結果となっ

た裏打ち布と接着芯の組み合わせば，Fベソク

リーク＋ダンレーヌVS717，　Gハイモ＋ダソ

レーヌVS717，　Hハ，イモ＋ダソレーヌR222，

1羽二重＋ダンレーヌR3000の4種類に絞り，

試料を製作した。図5は人台に着装させた試料

の一部である。

　官能検査］1の結果は，図6のように前身頃に

対する順位グラフに示した。「イメージとして

の軽さ」では危険率5％で有意差が認められ，

G，1，H，　Fの順で見分けられたが，実際の重

さの軽い順は，1，G，　F，　Hである。　Gは見た

目のきれいさなどの点から総合的に判断したの

ではないかと思われる。

　他の官能量については，危険率1％で有意差

が認められた。「シルエットの立体感」では，

G，H：，1，　Fの順で見分けられたが，実際の厚

さの順はG，H，　F，1である。1の羽二重は横

に張りがあるために立体感が出ていると見分け

られている。

　「イメージとしての軽さ」「シルエットの立体

感」では，試料間にばらつきが見られた。ま

た，「きれいさ」「表布とのなじみ具合」「裏打

ち布の適切さ」においては，良くなじませて縫

　
毒
が碧

欄

騰

磁i暴…1

纈　　　・一

鶏訴
　　　　　　　　麟1－1㌣

　　　　　　　　　　　　卍
　　　　　　　－一一■匿⇒一
　　　　　　・i

簾「

減点

叢

雨
欝
辮

戦
欝
欝

図5　官能検査1［の試料（4体中の2体）
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表布　　　着尺地

一燃難瀧

｛＊＊
　Wo．　oi（4，　10）＝O．　351

　“We．　os（4，　10）　＝＝　O．　256

4

3表布とのなじみ具合
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　　　　3

H

2
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　　G　　大

4シルエットの立体感

　W＝O．　358’“

　　　　　　　　順　位

　　　　3
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G

2

骸
4

n　＝＝　11

1　　4
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1

2　きれいさ

　　　　　＊＊　W一　O．　821

　　　　3

4
F
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順　位

1
2

嘉

5裏打ち布の適切さ

　　　　　＊＊　W＝O．　761
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　　　　3
　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　H

1　　4

F

2

　
、

n　一11 n　一一l1

1

図6　前身頃に対する順位グラフ（視覚）

製したが，Fのべソクリークの実際の厚さは薄

地であるのに比べてみかけの比重が重いために

表布となじんでいないと見分けており，11人全

員が4位にしている。

　裏打ち布の厚さや硬軟性がシルエットを左右

し，横に張りがあるものは立体感が出ることが

わかった。また，前身頃全体のきれいさや軽さ

などの見栄えと表布の伸びに対する裏打ち布の

なじみ具合は，裏打ち布の良さを判断する要因

であることが確認できた。

　以上のように官能検査皿の結果では，絹縮緬

の着尺地のジャケット前身頃の裏打ち布とし
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て，試料の中では，GハイモとダンレーヌVS

717の組み合わせが望ましい結果を得た。

　各官能量間の相関性についても検定を試みた

が，危険率5％で有意差が認められなかった。

1V　実物製作

　絹縮緬の着尺地を用いて，ジャケット製作を

行った。前身頃の仕立てにあたっては，官能検

査の結果を使用して，裏打ち布にはハイモにダ

ソレーヌVS　717を接着したもので，製作する

ことにした。着尺地は八掛つきで16m有った

ので，ワンピースドレスも同時に製作し，アン

サンブルとした。作図は，9ARサイズを用い

た。

　実験では，官能検査で比較しやすい色無地の

反物を使用したが，実物製作では，黒無地の絹

縮緬で，試験布と同じ厚さのものを使用した。

　1．デザイン

　実験では，特に前身頃について検討したの

で，実物製作のジャケットのデザインは，少し

変えている。身頃は一般的な3面構成，打ち合

わせばシングルブレストの4つボタンである。

衿は，女性らしいショールカラーにスペアーカ

ラーをつけた。袖は，セットインスリーブの2

枚袖にあきみせをつけ，2つの飾りボタンをつ

けた。

　ワンピースドレスのデザインは，ノーカ

ラー，フレンチスリーブで，身頃の丈はミディ

丈のフィットアンドフレアのシルエットに横切

り替えをグラデーションに入れ，着尺地とりー

バーレースを交互に切り替えた。アンダードレ

スは，リーバーレースの透ける効果を利用して

ピンクの長儒衿で製作した。

　2．裁合せ
　裁断をする前にジャケットに縫い代をつけた

パターンでアパレルCAD専用機（島精機製作

所ATD－PA）のマーキング機能を使ってマー

キング効率を確認した。着尺地の布幅37cmと

比較するために洋服地の布幅90cm，120　cmの

マーキングを行った結果，効率は37cm幅では

61．36％（図7），90cm幅では67．28％（図8），

120cm幅では64．58％となり，90　cm幅が一番

効率が良く，次に120cm幅であったが，37　cm

幅とは大きな差はなかった。今回のデザイン

は，衿が大きかったことと3面構成にしたため

に効率が悪かったと思われるが，衿の大きさを

変更したり，4面構成のようにデザイン線を増

やしたり，ワンピースドレスやスカートなどを

組み合わせて裁断することで，マーキング効率

はもっと良くなると思われる。

　3。裁断・縫製

　絹縮緬を専門店の湯のしに出し，裏打ち布の

ハイモは地直しを行い，実験3－1と同じ条件で

布地を準備した。

　裁断は，ジャケットの身頃と袖，見返しの布

目を縦布目にしたが，衿とワンピースドレスは

デザイン上，入らないために横布目に裁断した。

　裏打ち布は，ジャケット分を全て表布より少

し大きめにして裁断し，前身頃と門脇身頃に

は，裏打ち布の全面に実験3－2と同じ条件でダ

ソレーヌVS717を接着した。見返しは別裁ち

にしてダンレーヌ357を接着した。

　後ろ身頃，後ろ脇身頃，袖は，裏打ち布のみ

で裏打ちを行い，弓形のために部分的に芯を貼

って仕立てた。その接着芯には，今回の実験で

使用した一番薄い接着芯のダソレーヌR3000を

用いて，後ろ身頃の背芯，後ろ脇身頃の袖ぐ

り，袖は袖山とあきみせの縫い代の伸び止めと

して貼った。仮縫い合わせを行い，試着補正を

行った。

　裏打ち布の止め方や縫製条件は，実験3－3（2）

と同じに製作した。

　ショールカラーは，ダソレーヌVS　717を貼

って縫い返し，身頃が裏打ち仕立てなので，二

つけは身頃と見返しの問に挟んで前端を縫い返

した。

　ワンピースドレスの着尺地の部分は，横布目

に裁断し，リーバーレースの部分は柄を生かし

てくせとりを行い，薄手のウェディングチュー

ルを裏打ちしてなじませて止め，縫製を行った。

　アンサンブルの出来上がりの写真は図9であ

（12）
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図7　ジャケットのマーキンゲ（37cm幅）
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図8　ジャケットのマーキング（90cm幅）

る。

4．出来上がりに対する考察

・絹縮緬は地直し処理の実験結果からも縦方向

　に縮みやすい性質であることがわかり，その

　ために縦方向の縫い目は，なじみが良く，い

　せ込みしゃすく，パネルラインや袖つけがき

　れいにできた。

・ハイモに張りをもたせるためにダソレーヌ

　VS717を接着した裏打ち布は，ジャケットの

　前身頃に良くなじみ，適度な張りがあり，

　裾上げや袖口始末もッノが出ずにきれいに

　折り上がった。

・裏打ち仕立てでは，表布に接着芯を直接貼ら

　ないので，着尺地の風合いをそこねず，軽い

　感じに仕上げられた。

・絹地の縫い代のアイロンかけは，水じみを防

　ぐために縫い目に当て紙（ハトロン紙）を乗

　せて水を少しつけてアイロンをかけると良い

　が，絹縮緬も同じ方法で良いことが確認でき

　た。

・身頃とワンピースドレスの布目方向を変えた

　が縮緬のしぼが小さいために違いが目立たな

　かった。さらに，ワンピースドレスは横布目

　に使用したが，縮緬の諸元からもわかるよう

　に横方向の方が張りがあるためにフレアがき

　れいに出た。

　以上のように，実験ではジャケット前身頃の

裏打ち布についてのみ検討を行ったが，実際に

ジャケットを製作してみると，前身頃には適度

な張りが出て裏打ち布のなじみも良かった。ま

た，他の部分も裏打ち布に部分的に接着芯を貼

ることにより，きれいに仕上がった。この程度

（13）
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の布地には良い方法が得られたと思う。

V　総 括

　絹縮緬の着尺地を用いたジャケット製作で

は，形態保持に加えて，布地の持つ風合いやき

れいさも考慮した裏打ち仕立てについて検討し

た。

　前身頃の張りをもたせるために裏打ち布と接

着芯を組み合わせて，その特性と官能検査の結

果から実物製作を行い，次のことが確認できた。

　1）　官能検査の被検者が被服構成学を専門と

している人であるため，かなり官能検査の結果

に有意性が見られた。

　2）　官能検査の結果，裏打ち布の良さを判断

する要因は，前身頃全体のきれいさや軽さと表

布の伸びに対する裏打ち布とのなじみ具合であ

り，今回のようなジャケット前身頃の裏打ち布

には，ある程度の厚みと張りのあるものが良

く，今回使用した程度の表布には，裏打ち布だ

けで仕立てるよりも接着芯を貼った方が見栄え

が良く，縫い縮みも少ないことがわかった。

　3）裏打ち布に接着芯を接着した場合，寸法

変化率が1％前後に押さえられたのは，地直し

済みの裏打ち布を使用したためであり，衣服製

作をする上で地直しは，服の臨くずれを防ぐ最

も大切な条件になるので，着尺地は湯のしが良

く，裏打ち布も地直しが大切であることが改め

て確認できた。

　4）表布に良くなじみ，デザインに合い，目

的に適した裏打ち布や接着芯を選ぶことが望ま

しく，そのためには，裁断した残布でなるべく

長く，良くなじませてから試し縫いを行い，垂

らして確認してみることが大切である。

　5）着尺地は布幅が狭く扱いずらそうに思わ

れがちだが，縫製しやすく，ジャケットのデザ

インによってはマーキング効率が良いこともわ

かった。また，縮緬の布目の特徴は，縦方向は

横方向よりなじみが良く，横方向は張りがでる

ことがわかった。

　6）裏打ち仕立ての方法は，良くなじませて

1枚の布として扱えるので，簡単であり，軽く
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仕上げることができる。また，表布の風合いを

損ねない方法である。

　以上のように，今回はジャケットの前身頃の

裏打ち仕立てについて検討したが，絹縮緬着尺

地を用いたジャケット製作に合った裏打ち仕立

ての良い方法が得られたと思う。出来ばえを左

右する裏打ち布や接着芯を選ぶ際はデザインや

目的に合ったもので仕上がりが美しく，表布に

良くなじむものを選ぶことが望ましいと思われ

る。また，昔ながらの湯のしの方法や裏打ち仕

立ての方法は，既製服にはほとんど見られない

が個別製作においては，応用して製作して行き

たい方法である。

　今回の研究では，着尺地は絹縮緬，接着芯は

ストレッチタイプのものと編み地を選んだこと

や実際に着用した後の変化やクリーニング後の

変化がどうであるかなどの研究課題を残してい

る。今後も，着尺地を用いた洋服製作を検討し

て行きたいと考えている。

　最後に本研究をまとめるにあたり，ご指導い

ただきました本学被服材料学研究室の成瀬信子

教授に深く感謝申し上げます。また官能検査の

被検者としてご協力いただきました本学短大部

服装造形学研究室の諸先生に心から御礼申し上

げます。
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